別紙様式第３号
令和７年度砂糖類及びでん粉関係学術研究委託調査申請書
※必要に応じて余白を調整すること
	１　研究課題

	現地調査を含める研究はここをチェック□
	該当研究課題：（　　　）
研究課題（１）～（３）のいずれか記入

	２

（１）調査研究形態：　個人　　共同　　（○を記入してください。）

	（副本をマスキングする欄）
（２）研究代表者氏名 　      　　             　　（年齢　　歳）
　　　
  　　所属機関名                      　　　　役職名
所属機関所在地（〒　　－　　　）

  　　電話 　　－　　－　　　　　　　　　 FAX   　－　　－　　

 　　 e-mail

  　代表者の略歴


	（副本をマスキングする欄）
（３）契約事務担当部署

　　　所属　　　　　　　　　　　　氏名
　　　電話　　　　　　　　　　　　FAX        

      e-mail

	（副本をマスキングする欄）
３　調査研究組織（代表者及び共同研究者）

	
	氏名
	所属機関・職名
	現在の専門
	最終卒業学校
	学位
	役割分担

	代表者
共同研究者


	
	
	
	
	
	

	（副本をマスキングする欄）
４　代表者所属機関長承諾書
当機関に所属する上記代表者が貴機構の砂糖類及びでん粉関係研究委託調査に応募することを承諾する。
      令和　　年　　月　　日
　　　所属機関長名
※所属機関において契約先情報が異なる場合は下記に記載すること。
（契約先情報：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	５　委託費申請金額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総額　　　　　　　　　　　千円

	

	
	積　　算
	

	
	調査研究費
（内訳）

旅　　費
消耗品費
印 刷 費

謝　　金
通信運搬費
賃　　金
諸　雑　費
	

	（注）１　積算の区分は、別紙「砂糖類及びでん粉関係学術研究委託調査委託費の使用基準」を参照すること。

２　積算の内訳について、明示すること。

	６　調査研究の目的



	

	７　調査研究の必要性



	８　調査研究課題に関連する国内外における調査研究状況


	９　調査研究計画及び調査手法


	１０　本調査研究の特徴点


	１１　その他、特記すべき事項



	１２　本事業の募集について、　どのようにお知りになりましたか。
（該当するものに○を記入してください。いくつでも結構です。）
（１）農畜産業振興機構（alic）のＨＰ　（２）情報誌「砂糖類・でん粉情報」

（３）alicのメールマガジン　　　　　  （４）学会等のＨＰ（　　　　　　　　　）
（５）所属機関の管理部門から　　　　　（６）その他（　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご記入ください。


注１：申請書は、正本１部、副本（正本のコピー）１部を提出してください。

匿名として審査をするため、副本は、申請書の２（２）３、４をマスキングしてください。また、その他に研究者の氏名、ロゴ等により応募者の名称や氏名が事実上分かる箇所があればマスキングしてください。
注２：５　委託費申請金額の積算の内訳には、次のことがわかるように記入してください。

消耗品費、印刷費、謝金、通信運搬費、諸雑費
　　　　　品名等　　単価　×　個数　＝　円

　　　　旅費
出発地（○県○市）－目的地（○県○市）
　　　　　訪問先
　　　　　用務
　　　　　日帰り、又は○泊○日
　　　　　単価　×　人数　＝　円

　　　　賃金

　　　　　単価　×　時間又は日数　＝　円
別紙

砂糖類及びでん粉関係学術研究委託調査委託費の使用基準

	 旅　　費

	 　この調査研究に必要とする資料収集、調査、研究打合せ等に係る旅費とし、所属大学（団体）の旅費規程により支出するもの (支出対象者は代表研究者、共同研究者及び補助員等)。

学会への参加旅費は対象としない。

	 消耗品費
	 　この調査研究に必要とする実験用材料等の購入費（固定資産となる備品を除く。当該調査研究のみで使用されることが確認できるものとする。）

	印 刷 費
	　この調査研究に必要とする資料等の印刷経費。

	謝    金
	　この調査研究に必要な取材対応、専門的知識の提供、資料の収集等について協力を得た人に対する謝礼等。

	通信運搬費
	この調査研究に必要とする郵便料金、運送代等。

	賃　　　金
	この調査研究に必要とする実験補助員、調査補助員等に対する賃金。
なお、本委託調査を行う実験補助員、調査補助員等の活動に係る経費（賃金）については、その従事度合に応じた対価になるよう、業務日誌等を整備すること。

	諸　雑　費


	この調査研究の目的を達成するのに付随して必要となる軽微な請負業務、その他上記の費用以外の経費。具体的な内容を項目に記載し、それぞれの経費の金額を記載すること。


注１：一般管理費のうち、固定費は支出の対象外。
注２：消耗品費は、目的外に使用しないこと。
注３：計画における費目の金額に変更が生じる場合や費目の流用を検討している場合は、速やかに機構へ連絡すること。計画変更が必要と判断された場合は、事前に計画変更申請を行い、機構の承認を得ること。
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